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は
じ
め
に
│
│
研
究
の
背
景
と
目
的

　
二
〇
一
四
年
一
一
月
の
日
本
政
府
の
中
国
人
に
対
す
る
ビ
ザ
発
給

要
件
緩
和
が
発
表
さ
れ
て
以
来
、
来
日
中
国
人
観
光
客
が
急
増
し
て

い
る
。
日
本
政
府
観
光
局
（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）
が
二
○
一
九
年
一
月
一
六

日
に
発
表
し
た
訪
日
外
客
数
統
計
に
よ
る
と
、
二
○
一
八
年
に
日
本

を
訪
れ
た
外
国
人
は
年
間
三
一
一
九
万
人
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
中
国

人
は
八
三
八
万
人
（
約
二
七
％
）
で
、
訪
日
外
国
人
の
国
別
で
一
位

で
あ
っ
〉
1
〈

た
。

　
ま
た
、
二
〇
一
八
年
五
月
三
一
日
外
務
省
が
在
外
公
館
な
ど
を
通

じ
て
実
施
し
た
「
海
外
進
出
日
系
企
業
実
態
調
査
」
を
発
表
し
、
二

〇
一
七
年
一
〇
月
一
日
時
点
で
海
外
に
進
出
し
て
い
る
日
系
企
業
の

総
数
（
拠
点
数
）
は
、
中
国
三
万
二
三
四
九
拠
点
（
約
四
三
％
）

で
、
国
別
の
一
位
で
あ
っ
〉
2
〈

た
。
さ
ら
に
、
二
〇
一
八
年
一
二
月
八

日
、
日
本
外
務
省
は
積
極
的
に
外
国
人
技
能
実
習
生
を
受
け
入
れ
る

方
針
で
、
中
国
、
ベ
ト
ナ
ム
と
い
っ
た
八
カ
国
で
改
正
出
入
国
管
理

法
を
試
験
す
る
と
発
表
し
て
い
る
。
今
後
、
日
本
で
働
く
中
国
人
が

増
え
る
可
能
性
が
あ
る
と
予
想
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
日
本
国
内

と
中
国
国
内
で
は
、
日
本
人
と
中
国
人
が
直
接
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
す
る
機
会
が
増
え
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
急
増
す
る
来
日
中
国
人
観
光
客
の
マ
ナ
ー
問
題
や
ト

ラ
ブ
ル
が
度
々
日
本
メ
デ
ィ
ア
に
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
二
○
一
八
年

一
月
二
四
日
夜
、
成
田
発
上
海
浦
東
行
き
ジ
ェ
ッ
ト
ス
タ
ー
航
空
35

便
が
上
海
で
の
降
雪
の
た
め
に
欠
航
と
な
り
、
搭
乗
エ
リ
ア
に
と
ど

ま
っ
た
中
国
人
客
一
七
五
人
の
一
部
が
航
空
会
社
の
手
配
に
不
満
を

面
子
の
共
有
に
関
す
る
日
中
比
較 

　
│
│
日
中
大
学
生
の
質
問
紙
調
査
を
基
に
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訴
え
、
駆
け
付
け
た
警
官
ら
と
も
み
合
い
を
起
こ
し
た
事
〉
3
〈件
が
い
ま

だ
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
。
ま
た
、
二
○
一
五
年
九
月
二
六
日
、
ハ

ネ
ム
ー
ン
で
北
海
道
を
訪
れ
た
中
国
人
カ
ッ
プ
ル
が
コ
ン
ビ
ニ
の
店

員
に
暴
行
し
逮
捕
さ
れ
た
。
札
幌
市
の
コ
ン
ビ
ニ
で
妻
が
会
計
前
に

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
食
べ
た
こ
と
が
騒
動
の
発
端
と
な
っ
た
。
店
員

か
ら
の
注
意
に
「
妻
が
侮
辱
さ
れ
た
」
と
腹
を
立
て
た
夫
が
店
員
に

暴
行
し
〉
4
〈

た
。

　
こ
れ
ら
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
た
日
本
人
は
、「
中
国
人
が
野
蛮
で
暴

力
的
だ
。
マ
ナ
ー
が
悪
い
」
と
思
う
人
が
多
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い

が
、
中
国
人
の
国
民
性
を
理
解
し
、
中
国
人
は
な
ぜ
そ
ん
な
に
怒
り

を
感
じ
た
か
を
考
え
れ
ば
、
理
解
で
き
な
い
こ
と
も
な
い
か
も
し
れ

な
い
。
ま
た
、
も
し
日
本
人
が
中
国
人
の
国
民
性
を
あ
る
程
度
理
解

で
き
れ
ば
、
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
こ
れ
ら
の
ト
ラ
ブ
ル
の
多
く
の
原
因
は
、
日
本
人
と
中
国
人
双
方

が
互
い
の
国
の
文
化
の
違
い
を
充
分
に
理
解
し
て
い
な
い
こ
と
に
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
円
滑
な
日
中
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
に

は
、
互
い
の
価
値
観
や
、
行
動
原
理
を
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
か
つ

喫
緊
の
課
題
と
言
え
よ
う
。

　
中
国
人
の
行
動
原
理
を
理
解
す
る
上
で
、
中
国
人
の
面
子
を
理
解

す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
数
多
く
の
研
究

者
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
。Sm

ith

﹇1894

﹈
は
面
子
が
中
国
人

の
性
格
の
最
大
の
特
徴
と
評
し
、Lin Yutang

﹇1936

﹈
は
面
子
を

中
国
人
の
人
間
関
係
に
お
い
て
最
も
精
緻
な
基
準
で
あ
る
と
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、H

ofstede

ら
﹇2010

﹈
は
、
価
値
観
に
関
す
る
大
規

模
な
国
際
比
較
の
調
査
を
行
い
、
世
界
五
〇
カ
国
の
価
値
観
調
査
の

結
果
を
分
析
し
、
中
国
人
が
面
子
を
個
人
の
富
よ
り
も
遥
か
に
重
視

し
て
い
る
こ
と
を
見
出
し
た
。

　H
u

﹇1944

﹈
は
、
面
子
の
概
念
の
起
源
は
紀
元
前
四
世
紀
の
中

国
に
さ
か
の
ぼ
れ
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、H

u

﹇1944

﹈
に
よ

れ
ば
、中
国
人
の
面
子
に
は
二
つ
の
側
面
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ“
〉
5
〈臉

”

（lian

）
と
“
面
子
”（m

ianzi

）
で
あ
る
。
前
者
は
人
間
の
基
本
的

な
道
徳
的
価
値
を
、
後
者
は
個
人
が
努
力
で
築
き
上
げ
て
い
く
名

誉
・
声
望
で
あ
り
、
社
会
が
人
の
成
功
と
見
栄
に
与
え
る
承
認
を
指

し
て
い
る
。

　
一
方
、
日
本
で
は
、
末
田
﹇1998

﹈
が
面
子
を
「
あ
る
社
会
の
枠

組
の
中
で
他
者
に
認
識
し
て
ほ
し
い
公
的
イ
メ
ー
ジ
」
と
定
義
し
て

い
る
。
穴
田
﹇1985

﹈
は
「
体
面
」
が
日
本
人
の
行
動
原
理
で
あ

り
、
そ
れ
は
面
子
と
同
じ
意
味
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
井
上

﹇2007

﹈
は
「
世
間
体
」
を
日
本
人
の
基
本
的
な
対
人
行
動
様
式
と

規
定
し
、「
世
間
体
」
は
「
面
子
」「
体
裁
」「
体
面
」「
面
目
」
と
類

似
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。Tao

﹇2014

﹈
は
日
本
人
大
学
生
を

対
象
に
面
子
に
関
す
る
質
問
紙
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
八
五
％
以

上
の
回
答
者
が
面
子
を
日
本
人
に
と
っ
て
非
常
に
大
切
な
も
の
だ
と

評
価
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
上
述
の
よ
う
に
、「
面
子
」
は
中
国
人
と
日
本
人
の
対
人
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
は
非
常
に
重
要
な
行
動
原
理
で
あ
る
と
言
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え
る
。
一
方
、
日
本
人
と
中
国
人
の
面
子
の
捉
え
方
は
ど
の
よ
う
に

異
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
研
究
で
は
、
質
問
紙
調
査
に
よ

り
、
日
本
人
と
中
国
人
の
面
子
の
意
識
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
面
子

意
識
の
日
中
差
か
ら
、
日
本
人
と
中
国
人
の
対
人
関
係
の
相
違
点
を

検
討
す
る
。

一
　
先
行
研
究

㈠
　
面
子
と
対
人
関
係
に
関
す
る
研
究

　
面
子
は
対
人
関
係
を
ど
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
、

台
湾
人
研
究
者
のH

wang

﹇1987

﹈
が
提
唱
し
て
い
る
「“
人
情
”

―
“
面
子
”
モ
デ
ル
」
が
最
も
知
ら
れ
て
い
る
。

　H
wang

に
よ
れ
ば
、
相
手
と
の
関
係
性
に
よ
り
面
子
の
性
質
は

異
な
る
。
氏
は
中
国
人
の
人
間
関
係
を
、「
感
情
的
関
係
」、「
道
具

的
関
係
」、
そ
れ
ら
の
中
間
で
あ
る
「
混
合
的
関
係
」
の
三
つ
に
分

類
し
た
。「
感
情
的
関
係
」
は
需
要
法
則
（need rule

）、「
道
具
的

関
係
」
は
公
平
法
則
（equity rule

）、「
混
合
的
関
係
」
は
「
人
情

法
則
」
に
支
配
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。
も
し
家
族
の
よ
う
な
「
感
情

的
関
係
」
で
あ
れ
ば
、
相
手
の
要
求
に
対
し
て
無
条
件
・
無
制
限
に

応
じ
る
。
も
し
顧
客
と
店
員
の
よ
う
な
「
道
具
的
関
係
」
で
あ
れ

ば
、
相
手
の
要
求
に
対
し
て
「give and take

」、
す
な
わ
ち
公
平
法

則
に
則
っ
て
対
応
す
る
。
も
し
相
手
が
友
人
、
隣
人
、
知
人
、
同
郷

人
と
い
っ
た
“
熟
人
”（shuren

：
日
本
語
で
は
友
人
・
知
人
・
隣

人
）
で
あ
れ
ば
、
相
手
の
要
求
を
拒
否
す
る
こ
と
は
相
手
の
面
子
を

潰
す
こ
と
に
な
る
た
め
、
相
手
の
面
子
を
考
慮
し
て
要
求
に
応
じ

る
、
す
な
わ
ち
「
人
情
法
則
」
で
対
応
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、

H
wang

は
、
面
子
に
関
わ
る
問
題
は
、
家
族
同
士
の
よ
う
な
「
感

情
的
関
係
」
や
赤
の
他
人
同
士
の
よ
う
な
「
道
具
的
関
係
」
で
生
じ

ず
、“
熟
人
”
同
士
の
よ
う
な
「
混
合
的
関
係
」
で
は
生
じ
る
と
論

じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
中
国
人
は
“
熟
人
”
の
前
で
最
も
面
子
を

意
識
す
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
黄
﹇2011

﹈
は
、
以
下
の
よ
う

に
考
察
し
て
い
る
。
長
年
に
わ
た
り
絆
と
愛
情
を
培
っ
て
き
た
家
族

で
あ
れ
ば
、
互
い
の
栄
誉
と
恥
辱
の
経
験
を
共
有
し
、
互
い
の
“
里

子
”（lizi

：
本
質
）
を
知
っ
て
い
る
た
め
、
社
会
的
相
互
作
用
を
行

う
際
に
“
做
面
子
”（
面
子
獲
得
）
を
す
る
必
要
が
な
い
。
一
方
、

中
国
人
は
友
達
と
の
間
で
部
分
的
な
栄
誉
と
恥
辱
を
共
有
し
、
い
つ

も
相
手
に
良
い
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
た
い
た
め
、“
做
面
子
”
を
す
る

必
要
が
あ
る
。

　
翟
﹇2004

﹈
は
面
子
の
対
人
的
特
徴
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。
中
国
社
会
で
は
、
個
人
は
本
人
が
属
し
て
い
る
家
族

に
欠
か
せ
な
い
一
員
で
あ
る
た
め
、
そ
の
面
子
は
単
に
個
人
の
も
の

だ
け
で
な
く
、
家
族
全
体
の
も
の
で
も
あ
る
。
も
し
個
人
の
行
動
が

家
族
の
期
待
に
応
え
た
場
合
、
当
人
は
非
常
に
光
栄
に
思
う
こ
と
は

無
論
、
そ
の
家
族
も
そ
の
栄
誉
と
資
源
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
も
し
個
人
が
不
面
目
な
こ
と
を
し
た
場
合
、
当
人
が
強
く
恥
じ
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ら
い
、
面
子
喪
失
を
感
じ
る
だ
け
で
な
く
、
家
族
も
面
子
を
失
う
。

こ
の
よ
う
に
、
面
子
は
拡
散
的
な
も
の
で
あ
り
、
面
子
の
行
為
傾
向

は
自
分
と
関
わ
る
人
と
の
共
有
に
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
日
本
で
の
面
子
の
扱
い
方
と
対
人
関
係
に
つ
い
て
、
穴
田

﹇1985

﹈
は
面
子
が
世
間
の
範
囲
で
働
く
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま

た
、
文
化
人
類
学
者Lebra

﹇1976

﹈
は
、
よ
り
私
的
で
親
密
度
の

高
い
関
係
（intim

ate situation

）
の
も
と
で
は
、
他
者
と
自
己
が

本
音
で
通
じ
合
う
よ
う
な
相
互
作
用
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
場

合
に
は
互
い
が
「
面
子
や
社
会
的
仮
面
」
を
外
し
て
あ
り
の
ま
ま
の

自
分
を
さ
ら
け
だ
す
こ
と
が
で
き
る
と
論
じ
て
い
る
。大
崎
﹇2008

﹈

は
日
本
人
の
「
ウ
チ
」
を
二
重
構
造
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
大
崎
に

よ
れ
ば
、「
ウ
チ
」
は
家
族
・
親
友
・
親
し
い
仲
間
を
含
む
「
内
内

集
団
」
が
内
側
に
あ
り
、
会
社
や
ク
ラ
ス
を
含
む
「
内
外
集
団
」
が

そ
れ
を
囲
む
と
い
う
二
重
構
造
に
な
っ
て
い
る
。「
内
内
集
団
」
の
関

係
は
親
密
性
が
高
く
、「
面
子
」
を
共
有
す
る
。「
内
外
集
団
」
の
関
係

は
特
に
親
密
性
が
高
く
な
く
、必
ず
し
も
「
面
子
」
を
共
有
し
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
日
本
と
中
国
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
文
化
に
お
い
て
、

親
密
度
が
高
す
ぎ
ず
低
す
ぎ
ず
、
友
人
や
同
僚
の
前
で
、
面
子
が
最

も
問
題
と
な
る
一
方
、
親
密
度
が
高
い
相
手
と
は
面
子
を
共
有
す
る

と
言
え
よ
う
。

㈡
　
面
子
に
関
す
る
日
中
比
較

　
日
本
人
と
中
国
人
の
面
子
を
比
較
検
討
し
た
研
究
は
い
く
つ
か
報

告
さ
れ
て
い
る
。
末
田
﹇1995

﹈
に
よ
れ
ば
、
中
国
人
の
面
子
の
概

念
は
経
済
力
と
能
力
に
関
わ
る
の
に
対
し
て
、
日
本
人
の
面
子
の
概

念
は
社
会
的
立
場
に
関
わ
る
。
さ
ら
に
、
末
田
﹇1998

﹈
は
質
問
紙

調
査
の
結
果
を
も
と
に
、
面
子
が
能
力
評
価
に
関
わ
る
場
合
、
中
国

人
は
日
本
人
よ
り
面
子
を
強
く
意
識
す
る
の
に
対
し
、
面
子
が
処
遇

に
関
わ
る
場
合
、
そ
の
逆
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
と
報
告
し
て
い
る
。

　
林
﹇2107

﹈
は
、
日
本
人
大
学
生
61
人
、
中
国
人
大
学
生
65
人
を

対
象
に
質
問
紙
調
査
を
行
い
、
面
子
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
先
行
研

究
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
面
子
に
関
す
る
十
一
要
素
と
面
子
と
の

関
係
を
五
段
階
で
評
定
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
名
声
、
名
誉
、
学
識
、
地

位
、
社
会
的
評
価
、
権
力
が
面
子
と
関
係
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
人

の
割
合
は
、
中
国
人
よ
り
日
本
人
の
方
が
高
い
の
に
対
し
て
、
人

脈
、
才
能
、
道
徳
が
面
子
と
関
係
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
人
の
割
合

は
、
日
本
人
よ
り
中
国
人
の
方
が
高
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
結

果
に
対
し
て
、
学
識
を
除
き
、
日
本
人
の
面
子
に
関
係
す
る
要
素
は

評
判
に
関
与
し
て
お
り
、
中
国
人
の
面
子
に
関
係
す
る
人
脈
、
才

能
、
道
徳
は
、
自
分
の
所
有
物
で
あ
り
、
他
者
の
評
価
に
あ
ま
り
依

存
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
日
本
人
の
面
子
概
念
は
他
者
を
意
識
す

る
と
い
う
集
団
主
義
的
側
面
を
よ
り
強
く
も
っ
て
い
る
の
に
対
し

て
、
中
国
人
の
面
子
概
念
は
自
己
を
意
識
す
る
と
い
う
個
人
主
義
的

側
面
を
よ
り
強
く
も
っ
て
い
る
と
論
じ
て
い
る
。

　
林
﹇2018
﹈
で
は
、
日
本
人
大
学
生
47
人
と
中
国
人
大
学
生
68
人

を
対
象
に
質
問
紙
調
査
を
行
い
、
面
子
喪
失
に
焦
点
を
当
て
、
日
本
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人
と
中
国
人
に
お
け
る
面
子
喪
失
に
関
す
る
感
情
と
対
処
に
つ
い
て

比
較
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
次
に
述
べ
る
結
果
が
得
ら
れ
た
。「
笑
わ

れ
た
」
場
面
、「
叱
ら
れ
た
」
場
面
、「
嘘
が
ば
れ
る
」
場
面
、「
借

金
を
催
促
さ
れ
た
」
場
面
、「
ケ
チ
と
言
わ
れ
る
」
場
面
、「
し
つ
け

が
悪
い
と
言
わ
れ
る
」
場
面
に
お
い
て
、
中
国
人
は
日
本
人
よ
り
強

く
面
子
が
潰
さ
れ
た
と
感
じ
る
一
方
、「
ク
ビ
に
な
る
こ
と
を
言
わ

れ
る
」
場
面
、「
欠
点
を
指
摘
さ
れ
る
」
場
面
、「
ふ
ら
れ
た
こ
と
を

言
わ
れ
る
」
場
面
に
お
い
て
、
日
本
人
は
中
国
人
よ
り
強
く
面
子
が

潰
さ
れ
た
と
感
じ
る
。
ま
た
、
面
子
が
潰
さ
れ
た
と
感
じ
た
時
に
、

日
本
人
は
恥
じ
ら
い
と
嫌
悪
を
、
中
国
人
は
怒
り
を
最
も
強
く
感
じ

る
こ
と
、
全
体
の
面
子
喪
失
の
程
度
は
中
国
人
の
方
が
強
い
が
、
怒

り
を
除
く
す
べ
て
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
感
情
は
日
本
人
の
方
が
強
い
こ

と
、
日
本
人
は
中
国
人
よ
り
「
感
情
を
抑
制
す
る
」
と
「
気
に
し
な

い
よ
う
に
す
る
」
と
い
う
対
処
法
を
多
く
行
う
の
に
対
し
て
、
中
国

人
は
日
本
人
よ
り
「
話
題
を
変
え
る
」、「
言
葉
や
表
情
で
感
情
を
表

出
す
る
」
と
い
う
対
処
法
を
多
く
行
う
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
面
子
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
側
面
で
あ
る
面
子
喪
失
は
多
く

検
討
さ
れ
て
き
た
が
、「
面
子
が
立
つ
」
と
い
っ
た
面
子
の
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
側
面
は
ほ
と
ん
ど
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
面
子
意
識

に
つ
い
て
、
日
中
比
較
が
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
。

　
本
研
究
で
は
、
面
子
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
側
面
だ
け
で
な
く
、
面
子
の

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
側
面
に
も
焦
点
を
当
て
、
質
問
紙
調
査
に
よ
り
、
日
本

人
と
中
国
人
の
面
子
意
識
を
検
討
す
る
。
具
体
的
に
は
、
次
の
三
つ

の
課
題
を
検
討
す
る
。

　
⑴
　
日
本
人
と
中
国
人
は
ど
の
よ
う
な
場
面
で
面
子
が
立
つ
と
感

じ
る
か
。

　
⑵
　
日
本
人
と
中
国
人
は
誰
の
前
で
面
子
を
保
ち
た
い
と
思
う
の

か
。

　
⑶
　
日
本
人
と
中
国
人
は
関
連
し
た
他
者
の
面
子
を
ど
の
よ
う
に

共
有
す
る
の
か
。

二
　
調
査

㈠
　
調
査
１
│
│
面
子
が
立
つ
場
面
に
関
す
る
日
中
比
較

　
朱
﹇1988

﹈
は
、
面
子
獲
得
（
す
な
わ
ち
、
自
分
の
面
子
が
立
つ

よ
う
に
努
力
す
る
こ
と
）
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

た
と
え
面
子
喪
失
の
脅
威
を
感
じ
て
い
な
く
て
も
、
自
分
あ
る
い
は

自
分
が
所
属
す
る
集
団
の
た
め
に
、
多
く
の
面
子
を
獲
得
す
る
こ
と

は
普
遍
的
な
行
為
で
あ
る
。
所
有
す
る
社
会
的
賞
賛
が
多
い
ほ
ど
、

個
人
の
社
会
的
影
響
力
が
大
き
い
た
め
、
面
子
獲
得
の
欲
求
は
上
限

が
な
い
。
面
子
喪
失
と
面
子
獲
得
は
、
単
に
社
会
的
相
互
作
用
に
お

け
る
対
極
の
結
果
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
を
引
き
起
こ
す
社
会
的
行
為

に
対
す
る
評
価
の
基
準
も
異
な
る
﹇H

o 1976

﹈。
こ
れ
ま
で
の
面

子
研
究
で
は
面
子
喪
失
と
い
っ
た
面
子
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
側
面
に
関

す
る
も
の
が
多
く
、
面
子
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
側
面
に
対
す
る
検
討
が
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少
な
か
っ
た
﹇
趙 2013

﹈。
日
本
人
と
中
国
人
は
ど
の
よ
う
な
場
面

で
面
子
が
立
つ
と
感
じ
る
の
だ
ろ
う
か
。

⑴
　
目
的

　
質
問
紙
調
査
に
よ
り
、
面
子
が
立
つ
と
感
じ
る
と
き
に
生
じ
る
感

情
及
び
面
子
が
立
つ
感
情
を
引
き
出
す
出
来
事
に
つ
い
て
日
中
比
較

を
行
う
。

⑵
　
方
法

　
調
査
協
力
者
：
日
本
人
は
関
西
の
あ
る
大
学
の
大
学
生
112
人
（
男

48
人
、
女
64
人
、
平
均
19
・
3
歳
、
標
準
偏
差
0
・
80
）
で
あ
っ
た
。

中
国
人
は
中
国
在
住
の
大
学
生
154
人
（
男
70
人
、
女
84
人
、
平
均

21
・
6
歳
、
標
準
偏
差
1
・
90
）
で
あ
っ
た
。

　
質
問
紙
内
容
：「
面
子
が
立
つ
」
と
思
わ
れ
る
出
来
事
を
三
つ
ま

で
書
い
て
も
ら
っ
た
。
ま
た
、
自
分
が
経
験
し
た
最
も
「
面
子
が
立

つ
」
経
験
を
回
想
し
な
が
ら
そ
の
時
に
生
じ
る
感
情
を
書
い
て
も

ら
っ
た
。

　
手
続
き
：
日
本
人
の
調
査
で
は
、
授
業
で
質
問
紙
を
配
布
し
回
答

を
求
め
た
。
授
業
終
了
後
質
問
紙
を
回
収
し
た
。
調
査
に
用
い
た
質

問
紙
は
日
本
語
版
で
あ
っ
た
。
中
国
人
の
質
問
紙
調
査
で
は
中
国
の

「
問
巻
星
」
と
い
う
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
実
施
し
た
。
調
査
時
期
は

二
〇
一
六
年
二
月
で
あ
る
。

⑶
　
結
果
・
考
察

　
面
子
が
立
つ
に
関
す
る
場
面
に
つ
い
て
、
日
本
人
か
ら
の
べ
232
、

中
国
人
か
ら
の
べ
447
の
回
答
が
得
ら
れ
た
。
長
い
文
を
短
い
部
分
に

分
解
し
た
後
、
Ｋ
Ｊ
〉
6
〈法
に
よ
り
分
析
を
行
っ
た
。
本
稿
で
は
、
面
子

が
立
つ
感
情
を
引
き
出
す
出
来
事
に
つ
い
て
の
み
報
告
す
る
。

　
Ｋ
Ｊ
法
に
つ
い
て
は
、
筆
者
と
心
理
学
研
究
者
一
名
の
協
議
に
よ

り
カ
テ
ゴ
リ
ー
化
の
基
準
を
決
め
た
。
そ
の
基
準
に
基
づ
い
て
、
筆

者
が
カ
テ
ゴ
リ
ー
化
し
、
そ
の
結
果
を
心
理
学
研
究
者
と
と
も
に
再

検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
整
合
化
し
た
分
析
と
カ
テ
ゴ
リ
ー
化

を
行
っ
た
。

　
信
頼
性
を
確
か
め
る
た
め
、
別
の
日
本
語
母
語
話
者
一
名
に
場
面

と
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
提
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
回
答
は
ど
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

に
当
て
は
ま
る
か
（
ど
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
も
当
て
は
ま
ら
な
い
場

合
、
独
自
に
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
作
っ
て
も
ら
う
）
を
評
定
し
て
も
ら
っ

た
と
こ
ろ
、
分
類
の
一
致
率
は
90
・
2
％
で
あ
っ
た
。

　
中
国
人
の
デ
ー
タ
は
、
同
じ
方
法
で
、
日
本
の
大
学
に
い
る
中
国

人
大
学
院
生
1
名
に
分
類
し
て
も
ら
っ
た
。
分
類
の
一
致
率
は
89
・

5
％
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
評
定
が
不
一
致
で
あ
っ
た
回
答
に
つ
い
て

は
、
話
し
合
い
に
よ
り
最
終
的
な
分
類
を
決
定
し
た
。

　
面
子
が
立
つ
場
面
と
し
て
、
日
本
人
は
「
成
績
が
良
い
」「
運
動

能
力
が
高
い
」「
才
能
が
多
い
」
と
い
っ
た
「
能
力
・
業
績
・
成

功
」（
35
・
3
％
）
を
最
も
多
く
挙
げ
、
次
い
で
人
を
助
け
る
と
い
っ

た
「
利
他
行
動
」（
13
・
2
％
）・「
賞
賛
・
承
認
さ
れ
る
」（
13
・

2
％
）、「
他
者
よ
り
優
れ
て
い
る
」（
10
・
9
％
）、「
他
者
に
奢
る
」

（
7
・
5
％
）、「
所
有
品
（
高
い
も
の
や
珍
し
い
も
の
を
も
っ
て
い

る
）」（
5
・
3
％
）
で
あ
る
（
表
1
）。



表１　日本人の面子が立つ場面

カテゴリー 項目数 割合 項目内容（記述例）

能力・業績・成功 94 35.3％ 成績が良い。運動能力が高い。才能が多い。
利他行動 35 13.2％ 人を助ける。
賞賛・承認される 35 13.2％ 褒められる。
他者より優れている 29 10.9％ 他人よりできる。
他者に奢る 20 7.5％ 後輩に奢る。
所有品 14 5.3％ 高いものや珍しいものをもっている。
期待・信頼される  9 3.4％ 信頼されている。
役割・規範  6 2.3％ 肩書きなりのことができている。
結婚・恋人  5 1.9％ 恋人がいる。
社交性  5 1.9％ 友人が多い。

その他 14 5.3％
地位がある (3)、努力 (2)、性格が良い (2)、恥をか
かない (2)、道徳感をもっている (1)、家族と友人が
成功している (3)。

合　計 266 1
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　「
他
者
に
奢
る
」
項
目
は
、
全
て
「
先
輩
が
後
輩
に
奢
る
」
か

「
上
司
が
部
下
に
奢
る
」
と
い
う
目
上
の
人
が
目
下
の
人
に
奢
る
場

面
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
他
者
に
奢
る
」
行
為
は
一
種
の
利
他
行
動

と
考
え
て
も
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
取
り
上
げ
る
度
数
は
少
な
い
が
、「
そ
の
他
」
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に

は
、「
地
位
が
あ
る
」「
努
力
」「
性
格
が
良
い
」「
恥
を
か
か
な
い
」

「
道
徳
感
を
も
っ
て
い
る
」「
家
族
と
友
人
が
成
功
し
て
い
る
」
と

い
っ
た
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　
中
国
人
は
「
能
力
・
業
績
・
成
功
」（
39
・
8
％
）
が
最
も
多
く
、次

い
で
「
賞
賛
・
承
認
さ
れ
る
」（
16
・
2
％
）、「
他
者
よ
り
優
れ
て
い

る
」（
7
・
8
％
）、「
所
有
品
」（
5
・
7
％
）、「
結
婚
・
恋
人
」（
5
・

3
％
）・「
家
族
や
友
人
の
成
功
」（
5
・
3
％
）
で
あ
る
（
表
2
）。

　
取
り
上
げ
る
度
数
は
少
な
い
が
、「
そ
の
他
」
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に

は
、「
他
者
に
奢
る
」「
期
待
・
信
頼
さ
れ
て
い
る
」「
役
割
を
果
た

し
て
い
る
」「
道
徳
感
を
も
っ
て
い
る
」「
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
う
」

と
い
っ
た
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　
日
中
間
共
通
な
場
面
が
多
く
得
ら
れ
た
。
相
違
点
に
つ
い
て
は
、

日
本
人
は
中
国
人
よ
り
、「
利
他
行
動
」
を
多
く
挙
げ
て
い
る

（χ 2(1 ) =33 .85 , p  <.01

）。
中
国
人
は
日
本
人
よ
り
、「
家
族
や
友
人

の
成
功
」
を
多
く
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、「
金
持
ち
」「
外
観
」
は
中

国
人
に
特
有
の
回
答
で
あ
る
。

　
面
子
が
立
つ
場
面
と
し
て
、
日
本
人
も
中
国
人
も
「
能
力
・
業

績
・
成
功
」「
賞
賛
・
承
認
さ
れ
る
」「
他
者
よ
り
優
れ
て
い
る
」
の



表２　中国人の面子が立つ場面

カテゴリー 項目数 割合 項目内容（記述例）

能力・業績・成功 194 39.8％ 成績が良い。優秀である。
賞賛・承認される 79 16.2％ 褒められる。
他者より優れている 38 7.8％ 他人より良くできる。他人の出来ないことができる。
所有品 28 5.7％ ブランド品をもっている。車、家をもっている。
結婚・恋人 26 5.3％ 恋人がいる。
家族や友人の成功 26 5.3％ 身の回りの友人が成功している。
お金持ち 21 4.3％ 金持ちである。
外観 16 3.3％ きれいである。オシャレである。
利他行動 11 2.3％ 人を助ける。
社交性 10 2.0％ 友達が多い。
性格 9 1.8％ 性格が良い。
地位 7 1.4％ 地位が高い。
有名人と知り合う 6 1.2％ 有名人と知り合う。
良い生活 6 1.2％ 良い生活を送っている。

その他 11 2.3％
他者に奢る (3)、期待・信頼されている (3)、役割を
果たしている (2)、道徳感をもっている (2)、プレゼ
ントをもらう (1)

合　計 488 1
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三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
多
く
挙
げ
て
い
る
。

㈡
　
調
査
２
│
│
面
子
を
保
ち
た
い
相
手
に
関
す
る
日
中
比
較

　
調
査
1
で
は
、
日
本
人
と
中
国
人
が
ど
の
よ
う
な
場
面
で
面
子
が

立
つ
と
感
じ
る
か
を
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
自
分
の
能
力
を
他
者
に
認

め
ら
れ
、
他
者
に
賞
賛
・
承
認
さ
れ
た
と
き
に
、
日
本
人
と
中
国
人

は
面
子
が
立
つ
と
感
じ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
自
分

を
他
者
に
よ
く
見
せ
た
い
、
他
者
か
ら
よ
く
評
価
さ
れ
た
い
と
い
う

気
持
ち
は
誰
に
で
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
日
本
人
と

中
国
人
は
誰
の
前
で
自
分
を
よ
く
見
せ
て
、
自
分
の
面
子
を
保
と
う

と
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

⑴
　
目
的

　
質
問
紙
調
査
に
よ
り
、
中
国
人
と
日
本
人
は
誰
の
前
で
、
最
も
面

子
を
保
ち
た
い
の
か
を
検
討
す
る
。

⑵
　
方
法

　
調
査
協
力
者
：
日
本
人
は
関
西
の
あ
る
大
学
の
大
学
生
61
人
（
男

36
人
、
女
25
人
、
平
均
年
齢
19
・
2
歳
、
標
準
偏
差
1
・
06
）
で
あ
っ

た
。
中
国
人
は
浙
江
省
の
あ
る
大
学
の
学
生
65
人
で
あ
っ
た
。

　
質
問
紙
内
容
：「
親
」「
兄
弟
」「
他
の
親
戚
」「
親
友
」「
友
達
」

「
恋
人
」「
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
」「
先
生
」「
そ
の
他
」
の
九
項
目
の
中
か

ら
上
位
三
つ
を
選
択
し
、
面
子
を
保
ち
た
い
相
手
に
つ
い
て
、
1
位

か
ら
3
位
ま
で
順
位
を
つ
け
て
も
ら
っ
た
。
中
国
語
版
質
問
紙
に
お

い
て
、
面
子
を
保
ち
た
い
相
手
に
関
す
る
質
問
は
“
你
最
想
在
谁
面



表３　日本人の面子を保ちたい相手

順　位 第１位 第２位 第３位
回答数 合　計

（順位毎回答数×点数）
加重平均

（合計／回答数）点　数 ３点 ２点 １点

友達 23 20 4 47 113 2.40
クラスメート 8 12 9 29 57 1.97
恋人 12 3 12 27 54 2.00
親友 9 5 7 21 44 2.10
親 0 9 13 22 31 1.41
兄弟 2 3 7 12 19 1.58
先生 2 4 4 10 18 1.80
親戚 1 3 4 8 13 1.63
後輩 3 0 0 3 9 3.00
先輩 0 1 0 1 2 2.00

表４　中国人大学生の面子を保ちたい相手

順　位 第１位 第２位 第３位
回答数 合　計

（順位毎回答数×点数）
加重平均

（合計／回答数）点　数 ３点 ２点 １点

親 20 3 0 23 66 2.87
友達 11 12 10 33 65 1.97
クラスメート 8 9 13 30 55 1.83
恋人 7 5 10 22 41 1.86
親戚 5 9 6 20 39 1.95
先生 1 7 9 17 25 1.47
同僚 0 7 4 11 18 1.64
兄弟 3 2 3 8 16 2.00
上司 1 1 1 3  6 2.00
親友 0 1 0 1  2 2.00
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前
有
面
子
”
で
あ
る
。

　
手
続
き
：
日
本
人
に
つ
い
て
の
調

査
で
は
、
教
員
が
心
理
学
関
係
の
授

業
で
質
問
紙
を
配
布
し
、
回
答
を
求

め
た
。
授
業
終
了
後
質
問
紙
を
回
収

し
た
。
調
査
に
用
い
た
質
問
紙
は
日

本
語
版
で
あ
っ
た
。
中
国
人
に
つ
い

て
の
調
査
で
は
、
中
国
の
「
問
巻

星
」
と
い
う
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
質

問
紙
調
査
を
行
っ
た
。
調
査
者
が
ま

ず
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
中
国
語
版
の

質
問
紙
を
作
成
し
た
上
で
、
そ
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
ア
ド
レ
ス
を
知
人

に
送
信
し
、
回
答
を
求
め
た
。
調
査

期
間
は
二
〇
一
四
年
六
月
で
あ
る
。

　
⑶
　
結
果
・
考
察

　
複
数
の
選
択
肢
を
選
ん
だ
回
答
者

の
回
答
を
除
き
、
日
本
人
大
学
生
60

人
、
中
国
人
大
学
生
56
人
を
分
析
し

て
得
ら
れ
た
結
果
を
そ
れ
ぞ
れ
表

3
、
表
4
に
示
す
。

　
第
1
位
を
み
る
と
、
日
本
人
は
、

「
親
」
を
選
ん
だ
人
が
一
人
も
お
ら
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ず
、
友
達
を
選
ん
だ
人
が
最
も
多
か
っ
た
。
中
国
人
大
学
生
は
、
親

を
選
ん
だ
人
が
最
も
多
か
っ
た
。
す
べ
て
の
相
手
に
つ
い
て
総
合
的

に
評
価
・
比
較
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
1
位
の
項
目
に
は
3

点
、
2
位
に
は
2
点
、
3
位
に
は
1
点
を
与
え
、
人
数
を
乗
じ
た
も

の
を
順
位
得
点
と
し
、
さ
ら
に
平
均
値
（
順
位
得
点
を
回
答
数
で

割
っ
た
も
の
）
を
求
め
て
順
位
づ
け
を
行
う
こ
と
に
し
た
。

　
日
本
人
大
学
生
は
、
順
位
得
点
上
位
5
位
は
、
友
達
（
113
点
）、

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
（
57
点
）、
恋
人
（
54
点
）、
親
友
（
44
点
）、
親

（
31
点
）
で
あ
っ
た
。
1
位
で
あ
る
友
達
の
順
位
得
点
は
2
位
の
ク

ラ
ス
メ
ー
ト
よ
り
遥
か
に
高
く
、
約
2
倍
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
加
重

平
均
を
見
る
と
、
友
達
が
最
も
高
く
、
次
い
で
親
友
・
恋
人
・
ク
ラ

ス
メ
ー
ト
、
親
で
あ
っ
た
。
日
本
人
大
学
生
は
友
達
の
前
で
最
も
面

子
を
保
ち
た
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
中
国
人
大
学
生
の
順
位
得
点
上
位
5
位
は
、
親
（
66
点
）、
友
達

（
65
点
）、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
（
55
点
）、
恋
人
（
41
点
）、
親
戚
（
39

点
）
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
加
重
平
均
を
見
る
と
、
親
が
最
も
高
く
、

次
い
で
友
達
・
親
戚
、
恋
人
・
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
で
あ
っ
た
。
中
国
人

大
学
生
は
親
の
前
で
最
も
面
子
を
保
ち
た
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
面
子
を
保
ち
た
い
相
手
に
つ
い
て
中
国
人
大
学
生
と
日
本
人
大
学

生
の
間
で
有
意
な
差
が
あ
る
か
ど
う
か
を
ｔ
検
定
に
よ
り
調
べ
た
と

こ
ろ
、
親
（t  (43 ) =10 .59 , p  <.05

）
と
友
達
（t  (78 ) =2 .19 , p  <.05

）

の
間
に
有
意
な
差
が
み
ら
れ
た
。
中
国
人
は
日
本
人
よ
り
、
親
の
平

均
値
は
有
意
に
高
く
、
友
達
の
平
均
値
は
有
意
に
低
か
っ
た
。
す
な

わ
ち
、
中
国
人
は
日
本
人
と
比
べ
、
親
の
前
で
よ
り
強
く
面
子
を
保

ち
た
い
の
に
対
し
て
、
日
本
人
大
学
生
は
中
国
人
大
学
生
と
比
べ
、

友
達
の
前
で
よ
り
強
く
面
子
を
保
ち
た
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

㈢
　
調
査
３
│
│
面
子
の
共
有
に
関
す
る
日
中
比
較

　
蘇
・
黄
﹇2003

﹈
は
、
退
職
し
た
高
齢
者
（
台
湾
人
）
と
大
学
生

（
台
湾
人
）
を
対
象
に
、
自
分
、
子
供
（
親
）、
親
友
の
成
功
・
失
敗

（
成
就
と
品
格
）
に
つ
い
て
、
一
対
比
較
法
を
用
い
て
、
面
子
が
立

つ
（
面
子
が
失
わ
れ
る
）
程
度
を
評
定
さ
せ
た
。
そ
の
結
果
、
面
子

が
立
つ
程
度
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
は
自
分
の
子
供
の
成
功
を
最
も

強
く
感
じ
、
そ
の
程
度
は
子
供＞

自
分＞

親
友
と
い
う
順
で
あ
り
、

大
学
生
は
自
分
自
身
の
成
功
を
最
も
強
く
感
じ
、
そ
の
程
度
は
自
分

＞

親＞

親
友
と
い
う
順
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
面
子
が
失
わ
れ
た
程
度
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
は
自
分
と
子
供
の

品
格
を
最
も
強
く
感
じ
、
そ
の
程
度
は
、
自
分
・
子
供
の
品
格＞

自

分
・
子
供
の
成
就＞

親
友
の
成
就
・
品
格
と
い
う
順
で
あ
っ
た
。
一

方
、
大
学
生
は
自
分
の
品
格
を
最
も
強
く
感
じ
、
そ
の
程
度
は
自
分

の
品
格＞

親
の
品
格＞

自
分
の
成
就＞

親
友
の
品
格＞

親
の
成
就＞

親
友
の
成
就
と
い
う
順
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
結
果
に
つ
い
て
、
蘇
・
黄
は
、
退
職
し
た
高
齢
者
は
、

自
分
の
仕
事
成
就
を
求
め
て
い
な
い
が
、
華
人
は
親
子
間
に
強
い
一

体
感
を
も
っ
て
お
り
、
子
供
の
成
就
を
自
分
の
成
就
と
し
て
み
な
す

傾
向
が
あ
る
と
考
察
し
て
い
る
。



表5　面子獲得・面子喪失に関する場面設定

面子得失 関与者 場面の内容

面子獲得

自分・親友
成績が良くて、一流大学の学生である
有名な大手企業で働いており、仕事上成功している
品格が良くて、周りの人からの評判が良い

親
学歴が高く、有名な大学の出身である
有名な大手企業で働いており、仕事上成功している
品格が良くて、周りの人からの評判が良い

面子喪失

自分・親友
成績が悪くて、大学に合格できなかった
何回も面接に失敗し、就職できなかった
品格が悪くて、周りの人からの評判が悪い

親
学歴が低い
小さな会社で働いており、仕事に不成就である
品格が悪くて、周りの人からの評判が悪い
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本
調
査
で
は
、
蘇
・
黄
﹇2003

﹈
を
参
考
に
質
問
紙
を
作
成
し
、

日
本
人
と
中
国
人
は
ど
の
ぐ
ら
い
家
族
や
親
友
の
面
子
を
共
有
す
る

か
を
検
討
す
る
。

⑴
　
目
的

　
日
中
大
学
生
を
対
象
に
、
質
問
紙
調
査
に
よ
り
、
関
与
者
が
面
子

獲
得
・
面
子
喪
失
に
与
え
る
効
果
に
つ
い
て
日
中
比
較
を
行
う
。

⑵
　
方
法

　
調
査
協
力
者
：
日
本
人
は
関
西
の
あ
る
大
学
の
大
学
生
53
人
（
男

32
人
、
女
21
人
、
平
均
19
・
4
歳
、
標
準
偏
差
1
・
23
）、
中
国
人
は

中
国
在
住
の
大
学
生
107
人
（
男
45
人
、
女
62
人
、
平
均
21
・
6
歳
、

標
準
偏
差
2
・
49
）
で
あ
っ
た
。

　
質
問
紙
内
容
：
場
面
提
示
法
を
用
い
て
質
問
紙
調
査
を
行
っ
た
。

評
定
者
に
自
分
（
親
友
・
親
）
が
成
功
・
失
敗
（
三
場
面
：
学
業
・

仕
事
・
品
格
）
す
る
時
に
生
じ
る
感
情
（
喜
び
・
誇
り
・
面
子
が
立

つ
、
恥
じ
ら
い
・
面
子
喪
失
）
の
程
度
を
五
段
階
で
評
定
さ
せ
た
。

ま
た
、
親
友
と
親
が
、
評
定
者
（
私
）、
自
分
自
身
の
成
功
・
失
敗

を
ど
の
よ
う
に
感
じ
る
か
を
五
段
階
で
推
測
し
て
も
ら
っ
た
。
提
示

さ
れ
る
場
面
は
表
5
の
通
り
で
あ
る
。
親
友
条
件
に
つ
い
て
は
、
最

も
親
し
い
友
人
一
人
を
想
起
し
て
も
ら
う
よ
う
に
教
示
し
た
。

　
評
定
者
が
自
分
で
あ
る
条
件
の
教
示
文
は
「
以
下
の
場
面
に
つ
い

て
、
あ
な
た
自
身
が
ど
の
ぐ
ら
い
喜
び
／
誇
ら
し
さ
／
面
子
が
立
つ

／
恥
じ
ら
い
／
面
子
が
失
わ
れ
る
と
感
じ
ま
す
か
」、
評
定
者
が
親

友
と
親
と
い
う
条
件
の
教
示
文
は
、「
以
下
の
場
面
に
つ
い
て
、
あ
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な
た
の
親
友
／
親
が
ど
の
ぐ
ら
い
喜
び
／
誇
ら
し
さ
／
面
子
が
立
つ

／
恥
じ
ら
い
／
面
子
が
失
わ
れ
る
と
感
じ
る
と
あ
な
た
が
推
測
し
ま

す
か
」
と
な
っ
て
い
る
。

　
手
続
き
：
日
本
人
に
つ
い
て
の
調
査
で
は
、
教
員
が
心
理
学
関
係

の
授
業
で
質
問
紙
を
配
布
し
、
回
答
を
求
め
た
。
授
業
終
了
後
質
問

紙
を
回
収
し
た
。
調
査
に
用
い
た
質
問
紙
は
日
本
語
版
で
あ
っ
た
。

中
国
人
に
つ
い
て
の
調
査
で
は
、
中
国
の
「
問
巻
星
」
と
い
う
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
上
で
質
問
紙
調
査
を
行
っ
た
。
調
査
者
が
ま
ず
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
上
で
中
国
語
版
の
質
問
紙
を
作
成
し
た
上
で
、
そ
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
の
ア
ド
レ
ス
を
中
国
人
大
学
生
に
送
信
し
、
回
答
を
求
め
た
。

調
査
期
間
は
二
〇
一
五
年
六
月
で
あ
る
。

⑶
　
結
果
・
考
察

①
評
定
者
が
自
分
（
私
）
で
あ
る
場
合

　
自
分
が
評
定
者
で
あ
る
場
合
（
例
え
ば
、「
あ
な
た
は
、
成
績
が

良
く
て
、
一
流
大
学
の
学
生
で
あ
る
場
合
、
あ
な
た
自
身
は
ど
の
ぐ

ら
い
喜
び
を
感
じ
る
か
」）、
関
与
者
ご
と
に
、
場
面
ご
と
に
、
日
中

大
学
生
の
喜
び
・
誇
り
・
面
子
が
立
つ
・
恥
じ
ら
い
・
面
子
喪
失
の

程
度
を
比
較
す
る
た
め
に
、
感
情
の
程
度
を
従
属
変
数
と
し
、
文
化

（
参
加
者
間
要
因
：
日
本
人
、
中
国
人
）
×
関
与
者
（
参
加
者
内
要

因
：
自
分
、
親
友
、
親
）×
場
面
（
参
加
者
内
要
因
：
学
力
、仕
事
、

品
格
）
の
混
合
三
要
因
分
散
分
析
を
行
っ
た
。
本
稿
で
は
、
面
子
得

失
の
程
度
に
与
え
る
関
与
者
の
影
響
の
文
化
差
の
み
を
報
告
す
る
。

　
喜
び
（F  (1 , 158 ) =16 .06 , p  <.001 ; F  (2 , 316 ) =23 .74 , p  <.001

）、

誇
り
（F  (1 , 158 ) =10 .41 , p  <.01 ; F  (2 , 316 ) =15 .79 , p  <.001

）、
面

子
が
立
つ
（F  (1 , 158 ) =7 .86 , p  <.01 ; F  (2 , 316 ) =12 .27 , p  <.001

）、

面
子
喪
失
（F  (1 , 158 ) =9 .03 , p  <.01 ; F  (2 , 316 ) =14 .30 , p  <.01

）
に

つ
い
て
は
、
文
化
の
主
効
果
と
文
化
と
関
与
者
の
主
効
果
が
有
意
で

あ
っ
た
。
恥
じ
ら
い
に
つ
い
て
は
、
文
化
と
関
与
者
の
交
互
作
用
の

み
が
有
意
で
あ
っ
た
（F  (2 , 316 ) =15 .78 , p  <.001

）。

　
文
化
の
主
効
果
に
つ
い
て
は
、
自
分
が
評
定
者
で
あ
る
場
合
、
全

体
的
感
情
強
度
に
つ
い
て
、
中
国
人
大
学
生
は
日
本
人
大
学
生
と
比

べ
、
よ
り
強
く
喜
び
、
誇
り
、
面
子
が
立
つ
、
面
子
喪
失
を
感
じ
る

（
図
1
）。

　
文
化
と
関
与
者
の
交
互
作
用
に
つ
い
て
は
、
各
関
与
者
に
お
け
る

文
化
の
単
純
主
効
果
を
検
定
し
た
と
こ
ろ
、
喜
び
（F  (1 , 474 ) = 

15 .78 , p  <.001 ; F  (1 , 474 ) =40 .16 , p  <.001

）、
誇
り
（F  (1 , 474 ) = 

15 .83 , p  <.001 ; F  (1 , 474 ) =20 .54 , p  <.001

）、
面
子
が
立
つ
（F  (1 , 

474 ) =8 .38  p  <.01 ; F  (1 , 474 ) =19 .68 , p  <.001

）、
面
子
喪
失
（F  (1 , 

474 ) =63 .6 , p  <.001 ; F  (1 , 474 ) =6 .20 , p  <05

）
の
い
ず
れ
も
、
関
与

者
が
親
友
と
親
で
あ
る
場
合
に
単
純
主
効
果
が
有
意
で
あ
っ
た
。

　
す
な
わ
ち
、
自
分
が
成
功
し
た
と
き
に
、
日
中
大
学
生
は
同
じ
程

度
で
喜
び
、
誇
り
、
面
子
が
立
つ
と
感
じ
る
一
方
、
自
分
が
失
敗
し

た
と
き
に
、
日
中
大
学
生
は
同
じ
程
度
で
恥
じ
ら
い
と
面
子
喪
失
を

感
じ
る
。
親
友
と
親
が
成
功
し
た
と
き
に
、
日
本
人
大
学
生
よ
り
も

中
国
人
大
学
生
の
方
が
強
く
喜
び
、
誇
り
、
面
子
が
立
つ
と
感
じ
る

一
方
、
親
友
が
失
敗
し
た
と
き
に
、
日
本
人
大
学
生
よ
り
も
中
国
人



感
情
の
強
度
（
１
〜
５
）

1

2

3

4

5

喜び 誇り 面子が立つ 恥じらい 面子喪失

日本人
中国人* * *

*

図１　各感情における文化の主効果

感
情
の
強
度
（
１
〜
５
）

1

2

3

4

5
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図２　日中大学生の各感情における文化と関与者の交互作用
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大
学
生
の
方
が
恥
じ
ら
い
を
感
じ
、
親
友
と
家
族
が
失
敗
し
た

と
き
に
、
日
本
人
大
学
生
よ
り
も
中
国
人
大
学
生
の
方
が
面
子

喪
失
を
感
じ
る
（
図
2
）。

②
評
定
者
が
親
友
で
あ
る
場
合

　
推
測
さ
れ
た
親
友
の
評
定
に
つ
い
て
、
関
与
者
ご
と
に
、
場

面
ご
と
に
、
日
中
大
学
生
の
喜
び
・
誇
り
・
面
子
が
立
つ
・
恥

じ
ら
い
・
面
子
喪
失
の
程
度
を
比
較
す
る
た
め
に
、
感
情
の
程

度
を
従
属
変
数
と
し
、
文
化
（
参
加
者
間
要
因
：
日
本
人
、
中

国
人
）×
関
与
者
（
参
加
者
内
要
因
：
私
、
親
友
自
身
）×
場
面

（
参
加
者
内
要
因
：
学
力
、
仕
事
、
品
格
）
の
混
合
三
要
因
分

散
分
析
を
行
っ
た
。

　
そ
の
結
果
、
喜
び
（F  (1 , 158 ) =8 .07 , p  <.01 ; F  (1 , 158 ) = 

25 .13 , p  <.001

）、誇
り
（F  (1 , 158 ) =12 .90 , p  <.001 ; F  (1 , 158 ) 

=20 .88 , p  <.001

）、
面
子
が
立
つ
（F  (1 , 158 ) =18 .55 , p  <.01 ; 

F  (1 , 158 ) =24 .00 , p  <.001

）
は
、
文
化
の
主
効
果
、
文
化
と
関

与
者
の
交
互
作
用
が
有
意
で
あ
っ
た
。
一
方
、恥
じ
ら
い
（F  (1 , 

158 ) =8 .07 , p  <.01

）
と
面
子
喪
失
（F  (1 , 158 ) =12 .01 , p  <.01

）

は
文
化
と
関
与
者
の
交
互
作
用
の
み
が
有
意
で
あ
っ
た
。
下
位

検
定
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、喜
び
（F  (1 , 316 ) =27 .53 , p  <.001

）、

誇
り
（F  (1 , 316 ) =31 .85 , p  <.001

）、面
子
が
立
つ
（F  (1 , 316 ) 

=40 .63 , p  <.001

）、
恥
じ
ら
い
（F  (1 , 316 ) =12 .83 , p  <.001

）、

面
子
喪
失
（F  (1 , 316 ) =13 .22 , p  <.001

）
の
い
ず
れ
も
、
関
与

者
が
調
査
参
加
者
（
私
）
の
場
合
の
み
に
単
純
主
効
果
が
有
意
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で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

親
友
自
分
自
身
が
成
功
・

失
敗
し
た
場
合
に
、
親
友

が
感
じ
た
各
感
情
の
強
度

に
は
日
中
差
が
な
い
一

方
、
中
国
人
大
学
生
は
日

本
人
大
学
生
比
べ
、
親
友

が
「
私
」
の
成
功
・
失
敗

に
よ
り
強
く
喜
び
、
誇

り
、
面
子
が
立
つ
、
恥
じ

ら
い
、
面
子
喪
失
を
感
じ

て
く
れ
る
と
推
測
し
て
い

る
（
図
3
）。

③ 

評
定
者
が
親
で
あ
る
場

合
　
調
査
参
加
本
人
の
推
測

し
た
親
の
評
定
に
つ
い

て
、
日
本
人
大
学
生
は
、

喜
び
（F  (1 , 52 ) =11 .65 , 

p  <.001

）、誇
り（F  (1 , 52 ) 

=5 .80 , p  <05

）、
面
子
が

立
つ（F  (1 , 52 ) =6 .18 , p  < 

.05

）
に
つ
い
て
、
関
与
者

の
主
効
果
が
有
意
で
あ
り
、
親
が
自
分
自
身
の
成
功
よ
り
も
「
私
」

の
成
功
に
強
く
喜
び
、
誇
り
、
面
子
が
立
つ
と
感
じ
る
と
推
測
し
て

い
る
。
恥
じ
ら
い
と
面
子
喪
失
に
つ
い
て
、
関
与
者
の
主
効
果
が
有

意
で
は
な
か
っ
た
。
日
本
人
大
学
生
は
親
が
自
分
自
身
の
失
敗
も

「
私
」
の
失
敗
も
同
じ
程
度
で
恥
じ
ら
い
と
面
子
喪
失
を
感
じ
る
と

推
測
し
て
い
る
（
図
4
）。

　
一
方
、
中
国
人
大
学
生
は
、喜
び
（F  (1 , 106 ) =47 .33 , p  <.001

）、

誇
り
（F  (1 , 106 ) =45 .85 , p  <.001

）、
面
子
が
立
つ
（F  (1 , 106 ) = 

39 .94 , p  <.001

）、
恥
じ
ら
い
（F  (1 , 106 ) =35 .08 , p  <.001

）、
面
子

喪
失
（F  (1 , 106 ) =45 .02 , p  <.001

）
に
つ
い
て
、
関
与
者
の
主
効
果

が
有
意
で
あ
り
、
親
が
自
分
自
身
の
成
功
よ
り
も
「
私
」
の
成
功
に

強
く
喜
び
、
誇
り
、
面
子
が
立
つ
と
感
じ
る
一
方
、
自
分
自
身
の
失

敗
よ
り
も
「
私
」
の
失
敗
に
強
く
恥
じ
ら
い
、
面
子
喪
失
を
感
じ
る

と
推
測
し
て
い
る
（
図
5
）。

　
親
が
評
定
者
で
あ
る
場
合
に
、
関
与
者
ご
と
に
、
場
面
ご
と
に
、

日
中
大
学
生
の
喜
び
・
誇
り
・
面
子
が
立
つ
・
恥
じ
ら
い
・
面
子
喪

失
の
程
度
を
比
較
す
る
た
め
に
、
感
情
の
程
度
を
従
属
変
数
と
し
、

文
化
（
日
本
人
、
中
国
人
）
×
関
与
者
（
調
査
参
加
本
人
へ
の
評

価
、
親
友
の
自
己
評
価
）×
場
面
（
学
力
、
仕
事
、
品
格
）
の
混
合
三

要
因
分
散
分
析
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
文
化
と
関
与
者
の
交
互
作
用
は

有
意
で
は
な
か
っ
た
。

④
調
査
参
加
者
本
人
の
出
来
事
に
対
す
る
本
人
・
親
友
・
親
の
評
定

　
以
上
、
調
査
参
加
者
本
人
（
私
）
に
よ
る
自
他
評
定
（
自
分
、
親
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図４　日本人大学生の推測した親の感情
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友
、
親
）、
親
友
に
よ
る
自
他
評
定
（
調
査
参
加
者
本
人
、
親

友
自
身
）、
親
に
よ
る
自
他
評
定
（
調
査
参
加
者
本
人
、
親
自

身
）
に
つ
い
て
、
関
与
者
の
効
果
に
つ
い
て
結
果
を
記
述
し

た
。
調
査
参
加
者
本
人
の
成
功
・
失
敗
に
対
し
て
、
本
人
が
感

じ
た
各
感
情
の
強
度
と
、
推
測
し
て
い
る
親
友
と
親
の
感
情
強

度
の
間
に
違
い
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
確
か
め
る
た

め
、
調
査
参
加
者
本
人
の
デ
ー
タ
を
抽
出
し
て
、
本
人
、
親

友
、
親
の
評
定
の
平
均
を
求
め
た
。
感
情
の
程
度
を
従
属
変
数

と
し
て
、
評
価
者
（
本
人
、
親
友
、
親
）
と
場
面
を
独
立
変
数

と
し
た
二
要
因
分
散
分
析
を
行
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
評
価
者
の

主
効
果
と
評
価
者
と
場
面
の
交
互
作
用
を
検
討
す
る
。

　
日
本
人
の
結
果
を
以
下
に
ま
と
め
る
。
喜
び
（F  (2 , 104 ) 

=76 .48 , p  <001

）、
誇
り
（F  (2 , 104 ) =67 .22 , p  <001

）、
面
子

が
立
つ
（F  (2 , 104 ) =87 .98 , p  <001

）
に
つ
い
て
は
、
日
本
人

は
評
定
者
の
主
効
果
の
み
有
意
で
あ
っ
た
。
多
重
比
較
を
行
っ

た
と
こ
ろ
、
喜
び
、
誇
り
、
面
子
が
立
つ
に
つ
い
て
は
、
日
本

人
は
、
自
分
と
親
友
、
親
友
と
親
の
間
に
有
意
差
が
み
ら
れ
、

喜
び
・
誇
り
・
面
子
が
立
つ
程
度
は
自
分
・
親＞

親
友
と
い
う

関
係
で
あ
る
。
恥
じ
ら
い
（F  (2 , 104 ) =70 .99 , p  <001 ; F  (4 , 

208 ) =6 .72 , p  <001

）
と
面
子
喪
失
（F  (2 , 104 ) =83 .66 , p  <001 ;  

F  (4 , 208 ) =13 .56 , p  <001

）
に
つ
い
て
は
、
評
定
者
の
主
効

果
、
評
定
者
と
場
面
の
交
互
作
用
が
有
意
で
あ
っ
た
。
評
定
者

の
主
効
果
に
つ
い
て
、
恥
じ
ら
い
と
面
子
喪
失
の
両
方
と
も
自
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図６　日本人の自分の出来事に関する感情に与える評定者の主効果
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分
と
親
友
、
自
分
と
親
、
親
友
と
親
の
間
に
有

意
差
が
み
ら
れ
、
感
情
の
程
度
は
自
分＞

親＞

親
友
と
い
う
関
係
で
あ
る
（
図
6
）。

　
中
国
人
の
結
果
は
以
下
に
ま
と
め
る
。
喜
び

（F  (2 , 212 ) =54 .49 , p  <001

）、誇
り（F  (2 , 212 ) 

=62 .49 , p  <001

）、面
子
が
立
つ（F  (2 , 212 ) = 

71 .27 , p  <001

）、恥
じ
ら
い（F  (2 , 212 ) =43 .50 , 

p  <001

）、
面
子
喪
失
（F  (2 , 212 ) =51 .67 , p  < 

001

）
の
い
ず
れ
も
、
評
定
者
の
主
効
果
の
み

が
有
意
で
あ
っ
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
多
重
比
較
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
喜
び
、
誇
り
、
面
子
が
立
つ
、
恥
じ
ら

い
に
つ
い
て
、
中
国
人
は
自
分
と
親
友
、
自
分

と
親
、
親
友
と
親
の
間
に
有
意
差
が
み
ら
れ

た
。
喜
び
・
誇
り
・
面
子
が
立
つ
程
度
は
親＞

自
分＞

親
友
と
い
う
関
係
で
あ
る
。
恥
じ
ら
い

の
程
度
は
自
分＞

親＞

親
友
と
い
う
関
係
で
あ

る
。
面
子
喪
失
に
つ
い
て
、
中
国
人
は
自
分
と

親
友
、
親
と
親
友
の
間
に
有
意
な
差
が
み
ら

れ
、
面
子
喪
失
の
程
度
は
自
分
・
親＞

親
友
と

い
う
関
係
で
あ
る
（
図
7
）。

　
調
査
参
加
者
本
人
の
成
功
・
失
敗
に
対
し

て
、
本
人
と
親
友
と
親
の
評
定
の
間
の
違
い
に
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つ
い
て
は
、
日
本
人
は
、
喜
び
、
誇
り
、
面
子
が
立
つ
感
情
に
つ
い

て
は
、
親
が
自
分
と
同
じ
程
度
で
感
じ
、
恥
じ
ら
い
と
面
子
喪
失
に

つ
い
て
は
、
親
が
強
い
程
度
で
感
じ
る
が
、「
私
」
ほ
ど
感
じ
て
い

な
い
と
推
測
し
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。
一
方
、
中
国
人
は
、

喜
び
、
誇
り
、
面
子
が
立
つ
感
情
に
つ
い
て
は
、
親
が
自
分
よ
り
も

強
く
感
じ
、
面
子
喪
失
に
つ
い
て
は
、
親
が
自
分
と
同
じ
程
度
で
感

じ
、
恥
じ
ら
い
に
つ
い
て
は
、
親
が
強
い
程
度
で
感
じ
る
が
、「
私
」

ほ
ど
感
じ
て
い
な
い
と
推
測
し
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

三
　
総
合
考
察

㈠
　
面
子
が
立
つ
場
面

　
面
子
が
立
つ
場
面
と
し
て
、
日
本
人
も
中
国
人
も
「
能
力
・
業

績
・
成
功
」「
賞
賛
・
承
認
さ
れ
る
」「
他
者
よ
り
優
れ
て
い
る
」
の

三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
多
く
挙
げ
て
い
る
。「
面
子
が
立
つ
」
の
喚

起
状
況
は
、「
誇
り
」
の
喚
起
状
況
と
共
通
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
本
稿
で
は
詳
し
く
議
論
し
て
い
な
い
が
、
日
本
人
と
中
国
人
の

両
方
と
も
、
面
子
が
立
つ
と
感
じ
た
時
に
、
最
も
感
じ
る
感
情
は
喜

び
と
誇
り
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
﹇
林 2017

﹈。

　
有
光
﹇2007

﹈
は
、
誇
り
の
喚
起
状
況
と
し
て
、「
合
格
、
優

勝
、
抜
群
」「
他
者
か
ら
賞
賛
を
受
け
た
と
き
」「
優
位
な
立
場
に

立
っ
た
と
き
」
を
報
告
し
て
お
り
、
本
研
究
で
得
ら
れ
た
面
子
が
立

つ
場
面
で
あ
る
「
能
力
・
業
績
・
成
功
」「
賞
賛
・
承
認
さ
れ
る
」

「
他
者
よ
り
優
れ
て
い
る
」
と
対
応
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
面
子
が

立
つ
」
と
感
じ
る
と
き
、「
誇
り
」
と
い
う
感
情
が
生
起
す
る
か
ら

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
日
中
と
も
、
面
子
獲
得
が
自
分
の
能
力
と

他
者
の
評
価
に
大
き
く
関
わ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
日
本
人
は
中
国
人
よ
り
、「
利
他
行
動
」
を
多
く
挙
げ
て

い
る
の
に
対
し
て
、
中
国
人
は
日
本
人
よ
り
、「
家
族
や
友
人
の
成

功
」
を
多
く
挙
げ
て
お
り
、
ま
た
、
日
本
人
の
回
答
に
は
な
い
「
金

持
ち
」「
外
観
」
を
挙
げ
て
い
る
。

　
他
人
を
助
け
る
こ
と
自
体
は
他
者
と
関
わ
る
こ
と
で
あ
り
、
助
け

ら
れ
る
人
か
ら
良
い
評
価
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
周

り
の
人
か
ら
良
い
社
会
的
評
判
を
得
る
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
る
。
一

方
、「
家
族
や
友
人
の
成
功
」「
金
持
ち
」「
外
観
」
は
個
人
の
自
分

の
所
有
物
（
付
属
品
）
で
あ
り
、
他
者
の
評
価
に
あ
ま
り
依
存
し
て

い
な
い
と
考
え
る
。
こ
の
結
果
は
、「
日
本
人
の
面
子
の
概
念
は
中

国
人
の
も
の
と
比
べ
、
他
者
を
意
識
す
る
と
い
う
集
団
主
義
的
側
面

を
よ
り
強
く
持
つ
の
に
対
し
て
、
中
国
人
の
面
子
概
念
は
日
本
人
の

も
の
と
比
べ
、
自
己
を
意
識
す
る
と
い
う
個
人
主
義
的
側
面
を
よ
り

強
く
持
つ
」
と
い
う
林
﹇2017

﹈
の
指
摘
を
支
持
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
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㈡
　
友
達
の
前
で
最
も
面
子
を
保
ち
た
い
日
本
人
と 

親
の
前
で
最
も
面
子
を
保
ち
た
い
中
国
人

　
面
子
を
保
ち
た
い
相
手
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
日
中
差
が
示

唆
さ
れ
た
。
日
本
人
は
友
達
の
前
で
最
も
面
子
を
保
ち
た
い
の
に
対

し
て
、
中
国
人
は
親
の
前
で
最
も
面
子
を
保
ち
た
い
。
ま
た
、
日
本

人
は
中
国
人
と
比
べ
友
達
の
前
で
よ
り
面
子
を
保
ち
た
い
の
に
対
し

て
、
中
国
人
は
日
本
人
と
比
べ
親
の
前
で
よ
り
面
子
を
保
ち
た
い
。

　
日
本
人
の
結
果
は
、
親
密
度
の
高
い
関
係
に
お
い
て
、「
面
子
や

社
会
的
仮
面
」
を
外
し
て
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
を
さ
ら
け
だ
す
こ
と

が
で
き
る
と
い
うLebra

﹇1976

﹈
の
指
摘
を
支
持
し
て
い
る
。
ま

た
、
日
本
人
の
結
果
は
、
日
本
人
大
学
生
を
対
象
者
に
行
っ
た
質
問

紙
調
査
に
お
い
て
、
友
人
が
重
要
他
者
、
す
な
わ
ち
普
段
の
生
活
で

そ
の
人
物
か
ら
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
る
か
気
に
な
る
他
者
と
し

て
、
最
も
多
く
挙
げ
ら
れ
た
と
い
う
小
島
﹇2005

﹈
の
結
果
と
一
致

す
る
。

　
黄
﹇2011

﹈
に
よ
れ
ば
、
家
族
同
士
は
互
い
の
栄
誉
と
恥
辱
の
経

験
を
共
有
し
、
互
い
の
“
里
子
”（lizi

：
日
本
語
で
「
本
質
」）
を

知
っ
て
い
る
た
め
、
家
族
の
前
で
面
子
を
意
識
す
る
必
要
が
な
い
。

中
国
人
は
家
族
の
前
で
常
に
面
子
を
保
ち
た
い
、
良
い
イ
メ
ー
ジ
を

与
え
た
い
と
い
う
研
究
で
得
ら
れ
た
中
国
人
の
結
果
は
黄
﹇2011

﹈

を
支
持
し
な
い
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
考
え
ら

れ
る
。

　
浅
川
・
楊
・
祁
・
福
本
﹇2011

﹈
は
、
現
代
の
中
国
人
大
学
生
は

一
人
っ
子
政
策
が
実
施
さ
れ
た
後
で
生
ま
れ
、
育
っ
た
年
代
で
あ

り
、
社
会
の
変
化
に
伴
い
ま
た
両
親
が
過
保
護
化
す
る
の
に
従
い
、

周
囲
の
人
間
と
交
流
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
と
い
う
特
徴
を
有
す
る

と
指
摘
し
て
い
る
。
党
・
高
﹇2011

﹈
は
、
一
人
っ
子
は
往
々
に
家

族
か
ら
の
過
剰
な
期
待
を
背
負
っ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま

た
、
高
・
木
藤
﹇2008

﹈
は
、
中
国
の
子
ど
も
た
ち
は
親
の
期
待
に

応
じ
て
、
幼
い
頃
か
ら
強
い
競
争
心
を
も
つ
よ
う
に
な
り
、
常
に
自

分
を
他
人
と
比
べ
な
が
ら
成
長
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
尚
﹇2000

﹈
に
よ
る
と
、
中
国
人
は
幼
少
時
か
ら
勉
学
に
励

み
、
立
派
な
人
間
に
な
る
こ
と
で
、
両
親
の
面
目
を
施
す
よ
う
に
、

家
族
の
た
め
に
名
誉
を
獲
得
す
る
よ
う
に
、
と
教
育
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
一
人
っ
子
は
家
族
の
期
待
が
自
分
一
人
に
集
中
し
て
い

る
こ
と
を
意
識
し
、
親
の
期
待
に
応
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
抱
え
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
両
親
か
ら

の
自
分
に
対
す
る
評
価
が
非
常
に
重
要
と
な
る
。
現
代
の
中
国
人
大

学
生
は
親
に
対
し
て
も
常
に
良
い
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
た
い
と
思
い
、

親
か
ら
の
賞
賛
を
獲
得
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
推
測
で
き
る
。
本

来
、
互
い
の
本
質
を
熟
知
し
面
子
を
意
識
す
る
必
要
が
な
い
家
族
の

前
で
あ
っ
て
も
、
現
代
の
中
国
人
大
学
生
は
親
を
が
っ
か
り
さ
せ
た

く
な
い
、
親
の
期
待
に
応
え
た
い
気
持
ち
が
強
く
、
自
分
の
面
子
を

意
識
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
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㈢
　
日
中
と
も
親
し
い
他
者
の
出
来
事
に 

強
く
面
子
関
連
の
感
情
を
感
じ
る

　
本
研
究
で
は
日
本
人
と
中
国
人
の
両
方
と
も
親
密
な
他
者
の
面
子

を
共
有
す
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
日
本
人
と
中
国
人

は
親
友
と
親
の
成
功
・
失
敗
に
対
し
て
共
感
的
感
情
を
強
く
感
じ

る
。
面
子
が
拡
散
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
こ
の
結

果
は
、
翟
﹇2004

﹈
と
黄
﹇2011

﹈
が
主
張
す
る
、
情
緒
的
関
係
に

属
す
る
家
族
同
士
は
互
い
に
栄
誉
と
恥
辱
を
共
有
し
て
い
る
と
い
う

説
を
支
持
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
他
者
の
出
来
事
に
強
い
面
子
関
連
の

感
情
を
感
じ
る
の
は
、
他
者
と
面
子
を
共
有
す
る
と
結
論
付
け
て
よ

い
の
だ
ろ
う
か
。

　
こ
こ
で
、
親
友
と
家
族
の
成
功
・
失
敗
に
共
感
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
感
情
の
共
感
と
い
う
視
点
か
ら
論
じ
る
。
人
々
は
自
分
の
行
為

が
評
価
さ
れ
る
と
き
だ
け
で
な
く
、
他
者
の
行
為
が
評
価
さ
れ
る
と

き
も
、
恥
じ
ら
い
な
ど
の
感
情
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
と
報
告
さ
れ

て
い
る
。
他
人
の
行
為
に
よ
る
恥
じ
ら
い
は
、vicarious sham

e
（
我

が
こ
と
の
よ
う
に
感
じ
る
恥
じ
ら
い
）
と
呼
ば
れ
る
﹇W

elten et 
al. 2012

﹈。W
elten et al.

﹇2012

﹈
は
、
他
者
の
行
為
と
自
己
概
念

の
間
の
結
び
つ
き
は
プ
ロ
セ
ス
が
必
要
で
あ
る
と
主
張
し
、
こ
れ
ま

で
の
研
究
は
二
つ
の
異
な
る
プ
ロ
セ
ス
を
扱
っ
て
い
る
と
述
べ
て
い

る
。

　
一
つ
目
の
プ
ロ
セ
ス
は
社
会
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
脅
威

（social identity threat

）
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
自
分
が
所
属
し
て

い
る
集
団
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
個
人
の
自
己
イ
メ
ー
ジ
に
影
響

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（M

ackie et al. 2004

）。
個
人
が
自

己
と
所
属
集
団
を
同
一
化
す
る
場
合
、
所
属
集
団
内
の
仲
間
の
行
為

に
よ
り
共
感
的
感
情
を
経
験
す
る
。
二
つ
目
の
プ
ロ
セ
ス
は
認
知
的

共
感
（cognitive em

pathy

）
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
人
々
は
他
者

視
点
取
得
（take another person’ s perspective

）
に
よ
っ
て
共
感

的
感
情
を
感
じ
る
。
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
状
況
を
把
握
し
、
自
分

が
同
じ
状
況
に
置
か
れ
る
な
ら
ど
う
感
じ
る
の
か
を
想
像
す
る
こ
と

で
強
い
感
情
を
経
験
す
る
﹇Batson 2011

﹈。

　W
elten et al.

﹇2012

﹈
が
質
問
紙
調
査
に
よ
り
他
者
の
行
為
に

よ
る
恥
じ
ら
い
が
社
会
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
脅
威
と
認
知
的
共

感
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
を
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
親
し
い
行

為
違
反
者
条
件
で
は
社
会
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
脅
威
は
共
感
的

恥
じ
ら
い
を
予
測
で
き
る
が
、
認
知
的
共
感
は
共
感
的
恥
じ
ら
い
を

予
測
で
き
な
い
。
一
方
、
親
し
く
な
い
行
為
違
反
者
条
件
で
は
、
認

知
的
共
感
は
共
感
的
恥
じ
ら
い
を
予
測
で
き
る
が
、
社
会
的
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
の
脅
威
は
共
感
的
恥
じ
ら
い
を
予
測
で
き
な
い
こ
と
が

わ
か
っ
た
。

　
本
研
究
で
は
、
親
友
や
家
族
の
よ
う
な
親
密
な
他
者
の
成
功
と
失

敗
に
対
し
て
、
日
中
と
も
強
い
面
子
関
連
の
感
情
を
感
じ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
が
、
こ
れ
は
、
親
友
と
家
族
の
成
功
や
失
敗
は
自
己

と
強
く
関
わ
っ
て
お
り
、
個
人
の
自
己
イ
メ
ー
ジ
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ま
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た
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
影
響
を
与
え
う
る
と
い
う
社
会
的
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
の
共
有
の
プ
ロ
セ
ス
を
も
と
に
説
明
で
き
る
と
考
え
ら
れ

る
。㈣

　
中
国
人
は
日
本
人
よ
り
親
友
と
親
の
出
来
事
に 

よ
り
強
く
面
子
関
連
の
感
情
を
感
じ
る

　
中
国
人
は
日
本
人
と
比
べ
、
よ
り
強
く
親
し
い
他
者
の
面
子
を
共

有
し
て
い
る
傾
向
が
あ
り
、
親
密
他
者
の
成
功
・
失
敗
が
中
国
人
の

面
子
に
、
よ
り
強
い
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
面
子
が
立
つ
場
面
と
し
て
、
中
国
人
は
日
本
人
よ
り
も
多

く
「
家
族
や
友
人
の
成
功
」
を
挙
げ
て
い
る
と
い
う
調
査
1
か
ら
得

ら
れ
た
知
見
に
よ
り
裏
付
け
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
中
国
人
は
日
本
人
よ
り
親
友
と
親
の
出
来
事
に
よ
り
強
く
各
感
情

を
感
じ
る
こ
と
を
、
親
密
度
、
一
体
感
、
自
己
開
示
欲
求
を
用
い
て

以
下
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
黄
﹇2009

﹈
は
、
面
子
の
共
有
が
生
じ
る
の
は
個
人
が
他
者
と
一

体
感
を
も
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
一
体
感
が
強
い
ほ
ど
面
子
を
よ

り
共
有
す
る
と
論
じ
て
い
る
。
ま
た
他
の
研
究
で
は
、
他
者
と
の
親

密
度
が
高
い
ほ
ど
、
共
感
的
喜
び
﹇
山
本 2009

﹈、
共
感
的
羞
恥

﹇
桑
村 2009

﹈
が
強
く
経
験
さ
れ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
親
と
の
親
密
度
、
家
族
と
の
一
体
感
に
つ
い
て
、
日
本
人
よ
り
中

国
人
が
高
い
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
﹇
賀
・
永
久 2013

﹈。
高
・

木
藤
﹇2008

﹈
は
日
本
と
中
国
の
大
学
生
を
対
象
と
し
て
、
質
問
紙

調
査
に
よ
り
日
中
の
親
子
関
係
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
中
国
人
大
学

生
が
日
本
人
大
学
生
よ
り
も
親
に
対
し
て
高
い
依
存
性
を
示
す
結
果

が
得
ら
れ
た
。
ま
た
、
中
国
の
親
子
関
係
に
つ
い
て
、「
親
と
子
が

口
に
出
さ
な
く
て
も
お
互
い
の
気
持
ち
が
わ
か
る
と
い
う
精
神
的
な

親
子
の
連
帯
意
識
が
強
く
、
結
婚
後
も
近
く
に
住
み
、
老
後
も
同
居

を
望
む
な
ど
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
親
と
の
関
係
を
密
に
保
と
う
と
す

る
意
識
が
強
い
と
指
摘
し
て
い
る
。
家
族
と
の
一
体
感
・
連
帯
感
を

用
い
て
、
日
中
大
学
生
の
親
の
面
子
共
有
の
違
い
を
説
明
で
き
る
と

考
え
る
。

　
そ
れ
で
は
、
友
人
関
係
に
つ
い
て
は
、
中
国
人
も
日
本
人
と
同

様
、
友
人
と
高
い
一
体
感
を
感
じ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
王
﹇2009

﹈

は
、
日
本
人
と
比
べ
、
中
国
人
の
交
友
観
は
親
密
感
を
重
視
し
、
友

人
へ
の
気
配
り
が
欠
如
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
上
原
ら

﹇2011

﹈
は
、
日
中
台
の
大
学
生
を
対
象
に
友
情
観
を
比
較
し
た
と

こ
ろ
、
中
国
人
の
友
人
関
係
が
三
群
の
中
で
社
会
的
距
離
が
最
も
小

さ
く
、
日
本
人
の
友
人
関
係
は
社
会
的
距
離
が
最
も
大
き
く
、
社
会

的
距
離
の
近
さ
は
中＞

台＞

日
と
い
う
関
係
で
あ
る
こ
と
を
報
告

し
、
中
国
人
は
友
人
に
対
し
て
、
あ
ま
り
礼
儀
を
重
視
せ
ず
、
信
頼

感
を
も
っ
て
相
手
の
面
子
に
配
慮
し
な
が
ら
率
直
な
意
見
表
明
を
す

る
傾
向
が
あ
る
の
に
対
し
、
日
本
人
は
相
手
を
気
遣
い
、
迷
惑
を
か

け
な
い
よ
う
に
す
る
傾
向
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
山
﨑
・
張
﹇2009

﹈
は
、
日
中
大
学
生
を
対
象
に
調
査
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
両
文
化
に
お
い
て
「
親
し
い
友
人
」
の
意
味
す
る
内
容
は
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ほ
ぼ
等
し
い
構
造
を
も
つ
一
方
、
中
国
人
は
日
本
人
と
比
べ
、
友

人
、
家
族
を
気
安
く
互
い
に
紹
介
す
る
な
ど
壁
の
低
い
傾
向
が
み
ら

れ
る
と
報
告
し
、
中
国
で
は
「
友
達
の
友
達
は
友
達
」
と
し
て
、
友

人
が
友
人
を
紹
介
し
て
友
人
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
が
、
日
本
で
は

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
集
団
と
集
団
が
切
れ
て
い
る
と
論

じ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
中
国
人
は
親
し
い
友
人
に
対
し
て
よ
り
親
密
に
な

り
、
心
理
的
距
離
を
な
く
そ
う
と
し
て
い
る
が
、
日
本
人
は
相
手
を

気
配
り
し
て
、
親
密
に
な
っ
て
も
相
手
と
一
定
の
心
理
的
距
離
を
置

く
た
め
、
中
国
人
は
日
本
人
と
比
べ
、
親
友
の
出
来
事
に
よ
り
共
感

し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ま
た
、
中
国
人
は
日
本
人
と
比
べ
、
家
族
と
親
友
の
出
来
事
を
よ

り
共
感
し
た
い
欲
求
が
あ
る
か
ら
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
山
﨑
・

張
﹇2009

﹈
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
中
国
人
は
対
人
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
友
達
同
士
を
紹
介
し
合
う
こ
と
に
抵
抗
が
な

い
。
中
国
人
は
日
常
の
会
話
に
お
い
て
常
に
自
分
の
親
友
や
家
族
の

話
題
、
特
に
親
友
の
自
慢
話
を
す
る
傾
向
が
あ
る
が
、
日
本
で
は
こ

の
よ
う
な
傾
向
は
あ
ま
り
み
ら
れ
ず
、
日
本
人
は
個
人
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
あ
ま
り
話
さ
な
い
聞
か
な
い
傾
向
が
あ
る
。
中
国
人
は
自
分

の
重
要
他
者
の
成
功
を
他
者
に
知
ら
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
の
株

を
あ
げ
よ
う
と
す
る
た
め
、
家
族
や
親
友
の
出
来
事
に
対
し
て
日
本

人
よ
り
強
く
反
応
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
こ
れ
は
今
の
と

こ
ろ
試
論
に
過
ぎ
ず
、
確
か
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
日
本
・
中
国
・
韓
国
・
台
湾
の
四
つ
の
地
域
の
成
人
を

対
象
に
行
っ
た
価
値
観
に
関
す
る
調
査
（
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｓ
：
東
ア
ジ
ア
社

会
調
査
、2

〉
7
〈

008

）
は
、「
友
人
の
ど
う
い
う
資
質
を
重
視
す
る
の
か
」

と
い
う
項
目
に
お
い
て
、
中
国
人
は
日
本
人
と
比
べ
、
よ
り
友
人
の

「
頭
が
よ
い
」「
教
養
が
あ
る
」「
権
力
の
あ
る
」「
裕
福
で
あ
る
」
と

い
っ
た
社
会
的
影
響
力
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。

世
界
の
六
〇
以
上
の
国
で
共
通
の
項
目
で
調
査
を
す
る
と
い
う
大
規

模
な
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
五
年
ご
と
に
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る

世
界
価
値
観
調
査
（W

orld Values Survey W
ave 5: 2005 ‒2

〉
8
〈

009

）

は
、「
友
人
か
ら
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
努
力
す
る
」
と
い

う
項
目
に
つ
い
て
、
そ
う
思
う
（「
強
く
思
う
」＋「
そ
う
思
う
」
の

割
合
）
と
回
答
し
て
い
る
中
国
人
は
七
四
・
八
％
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
日
本
人
は
五
四
・
四
％
で
あ
る
と
報
告
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
、
友
人
を
選
択
す
る
際
に
、
中
国
人
は
日
本
人
と
比
べ
て
友
人
の

社
会
経
済
的
影
響
力
を
よ
り
重
視
し
て
お
り
、
友
人
と
付
き
合
う
際

に
、
中
国
人
は
日
本
人
と
比
べ
、
よ
り
強
く
友
人
の
期
待
に
応
え
よ

う
と
し
て
い
る
の
は
、
中
国
人
は
友
人
と
の
間
で
面
子
及
び
面
子
関

連
の
感
情
を
強
く
共
有
し
た
い
と
動
機
付
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

㈤
　
推
測
さ
れ
た
親
友
・
親
の
感
情
に
つ
い
て
の
日
中
差

　
推
測
さ
れ
た
親
友
の
感
情
に
つ
い
て
は
、
日
中
と
も
、
親
友
が
調

査
参
加
者
で
あ
る
「
私
」
よ
り
も
、
親
友
の
成
功
・
失
敗
に
強
く
面
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子
関
連
の
感
情
を
感
じ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。
ま
た
、
親
友
に
つ

い
て
の
評
定
の
日
中
差
に
つ
い
て
、
親
友
自
身
の
場
合
に
有
意
な
日

中
差
が
み
ら
れ
ず
、
関
与
者
が
「
私
」
で
あ
る
場
合
、
全
て
の
感
情

は
日
本
人
よ
り
中
国
人
の
方
が
強
い
、
す
な
わ
ち
、
中
国
人
は
日
本

人
と
比
べ
、
親
友
が
よ
り
自
分
の
成
功
を
喜
び
、
誇
り
、
面
子
が
立

つ
と
感
じ
、
自
分
の
失
敗
を
恥
じ
ら
い
と
面
子
喪
失
と
感
じ
る
と
推

測
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
中
国
人
大
学
生
が
親
友
の
成
功
・
失
敗
に

強
く
面
子
関
連
感
情
を
感
じ
て
お
り
、
親
友
も
同
じ
よ
う
に
感
じ
て

ほ
し
い
、
親
友
も
そ
う
感
じ
る
と
期
待
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　
ま
た
、
推
測
さ
れ
た
親
の
感
情
に
つ
い
て
は
、
日
中
と
も
親
が
自

分
自
身
の
成
功
よ
り
も
「
私
」
の
成
功
の
方
が
喜
び
、
誇
り
、
面
子

が
立
つ
こ
と
を
よ
り
強
く
感
じ
る
と
推
測
し
て
い
る
。
一
方
、
日
本

人
は
親
が
自
分
自
身
の
失
敗
と
「
私
」
の
失
敗
に
つ
い
て
同
じ
程
度

の
恥
じ
ら
い
と
面
子
喪
失
を
感
じ
る
と
推
測
し
て
い
る
の
に
対
し
、

中
国
人
は
親
が
自
分
自
身
の
失
敗
よ
り
「
私
」
の
失
敗
の
方
に
よ
り

恥
じ
ら
い
と
面
子
喪
失
を
感
じ
る
と
推
測
し
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ

れ
た
。
面
子
に
関
連
す
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感
情
に
つ
い
て
は
日
中
に
同

じ
傾
向
が
み
ら
れ
た
。
日
本
人
と
中
国
人
の
親
が
、
日
頃
自
分
自
身

の
出
来
事
よ
り
子
供
で
あ
る
「
私
」
の
出
来
事
の
方
に
よ
り
強
く
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
感
情
を
感
じ
て
い
る
姿
勢
を
し
て
お
り
、
な
ん
ら
か
の
形

で
そ
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
た
た
め
、
日
中
大
学
生
は
親
が

こ
の
よ
う
な
感
情
規
則
を
も
っ
て
い
る
と
推
測
し
て
い
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
日
中
大
学
生
と
も
自
分
が
親
に
と
っ
て
重
要
な
存
在

で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
親
は
絶
対
「
私
」
の
成
功
の
方
を
親
自

身
の
成
功
よ
り
喜
ぶ
は
ず
と
信
じ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
さ
ら
に
、
調
査
参
加
者
本
人
の
成
功
・
失
敗
に
対
し
て
、
本
人
と

親
友
と
親
の
評
定
の
間
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
日
本
人
は
、
喜
び
、

誇
り
、
面
子
が
立
つ
感
情
に
つ
い
て
は
、
親
が
自
分
と
同
じ
程
度
で

感
じ
、
恥
じ
ら
い
と
面
子
喪
失
に
つ
い
て
は
、
親
が
強
い
程
度
で
感

じ
る
が
、「
私
」
ほ
ど
感
じ
て
い
な
い
と
推
測
し
て
い
る
こ
と
が
示

唆
さ
れ
た
。
一
方
、
中
国
人
は
、
喜
び
、
誇
り
、
面
子
が
立
つ
感
情

に
つ
い
て
は
、
親
が
自
分
よ
り
も
強
く
感
じ
、
面
子
喪
失
に
つ
い
て

は
、
親
が
自
分
と
同
じ
程
度
で
感
じ
、
恥
じ
ら
い
に
つ
い
て
は
、
親

が
強
い
程
度
で
感
じ
る
が
、「
私
」
ほ
ど
感
じ
て
い
な
い
と
推
測
し

て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。
中
国
人
は
、
自
分
が
成
功
し
た
と
き

に
、
親
が
自
分
よ
り
も
喜
び
、
誇
り
、
面
子
が
立
つ
と
感
じ
る
よ
う

に
推
測
し
て
い
る
の
は
、
上
述
し
た
よ
う
に
、
日
頃
中
国
人
大
学
生

が
親
か
ら
の
高
い
期
待
を
認
知
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。

　
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感
情
に
つ
い
て
は
、
両
親
が
自
分
と
同
じ
、
ま
た
は

自
分
以
上
に
強
く
感
じ
る
と
推
測
さ
れ
て
い
る
が
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
感

情
に
つ
い
て
は
、
両
親
が
自
分
よ
り
弱
く
、
ま
た
自
分
と
同
じ
ぐ
ら

い
強
く
感
じ
る
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
感
情
の
種
類
に
よ
っ
て
、
共

有
さ
れ
る
程
度
が
異
な
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。
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結
　
語

　
本
稿
で
は
、
質
問
紙
調
査
に
よ
り
、
日
中
大
学
生
が
ど
の
よ
う
な

状
況
で
面
子
が
立
つ
と
感
じ
る
か
、
誰
の
前
で
面
子
を
保
ち
た
い
の

か
、
親
友
と
親
の
出
来
事
に
ど
の
ぐ
ら
い
面
子
を
共
有
す
る
の
か
を

検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
日
本
人
は
友
達
の
前
で
最
も
面
子
を
保
ち

た
い
の
に
対
し
て
、
中
国
人
は
親
の
前
で
最
も
面
子
を
保
ち
た
い
こ

と
、
中
国
人
は
日
本
人
よ
り
親
友
と
親
の
面
子
を
共
有
す
る
こ
と
が

示
唆
さ
れ
た
。
考
察
で
は
、
本
研
究
の
知
見
を
先
行
研
究
の
結
果
と

比
較
し
て
、
上
述
の
結
果
を
生
み
出
す
社
会
文
化
的
要
因
、
特
に
日

中
の
文
化
差
に
つ
い
て
議
論
し
た
。

　
家
族
の
前
で
よ
い
自
分
を
見
せ
た
い
、
面
子
を
保
ち
た
い
と
い
う

中
国
人
の
心
理
は
、「
家
族
の
期
待
に
応
え
た
い
」「
家
族
の
た
め
に

頑
張
る
」
よ
う
に
、
中
国
人
の
行
動
の
原
動
力
に
な
る
と
考
え
て
い

る
。

　
本
研
究
で
面
子
の
共
有
を
め
ぐ
る
検
討
を
通
し
て
、
日
中
文
化
に

お
け
る
対
人
関
係
の
あ
り
方
に
関
し
て
新
た
な
知
見
を
与
え
る
こ
と

が
で
き
た
と
考
え
る
。
翟
﹇2004

﹈
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
面

子
の
動
力
と
行
為
傾
向
は
自
分
と
関
わ
る
人
と
の
共
有
に
特
徴
づ
け

ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
他
者
と
の
面
子
の
共
有
は
中
国
人
の
行
為

パ
タ
ー
ン
、
感
情
、
行
為
の
動
機
づ
け
に
よ
り
強
く
影
響
し
て
い
る

と
考
え
る
。

　
ま
た
、
家
族
と
親
友
の
成
功
と
失
敗
を
強
く
共
有
す
る
こ
と
は
、

日
常
生
活
に
お
け
る
中
国
人
の
親
密
関
係
の
形
成
と
維
持
に
反
映
さ

れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
中
国
人
同
士
が
出
会
っ
て
話
し
て
い
る
う

ち
に
気
が
合
う
と
、
一
方
が
相
手
に
対
し
て
「
こ
れ
か
ら
我
々
は
友

人
（
親
友
・
身
内
）
で
す
か
ら
、
あ
な
た
の
こ
と
は
私
の
こ
と
で
す

（“
你
的
事
就
是
我
的
事
”）」
の
よ
う
に
、
相
手
を
「
身
内
」
と
し
て

扱
う
こ
と
を
相
手
に
宣
言
し
、
互
い
の
絆
を
固
め
て
い
き
、
一
気
に

家
族
の
よ
う
に
親
し
く
付
き
合
う
関
係
に
な
る
傾
向
が
あ
る
。
一

方
、
日
本
社
会
に
お
い
て
は
、
日
本
人
が
「
な
じ
み
の
関
係
」
を
築

く
に
は
、
多
く
の
場
合
は
か
な
り
の
期
間
を
必
要
と
す
る
。
こ
の
よ

う
に
、
日
本
人
と
中
国
人
が
付
き
合
う
際
に
は
、
温
度
差
を
感
じ
る

こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
本
研
究
の
限
界
と
し
て
は
、
サ
ン
プ
ル
サ
イ
ズ
が
小
さ
い
こ
と
、

サ
ン
プ
ル
に
偏
り
が
あ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
中
国
人
の
場
合
で

は
、
中
国
は
地
理
的
に
広
く
て
、
経
済
力
や
社
会
的
進
展
の
地
域
差

が
大
き
い
た
め
、
中
国
人
の
面
子
意
識
は
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。
今
後
、
地
域
差
等
の
要
素
を
考
慮
し
、
よ
り
幅

広
い
層
を
対
象
と
し
た
調
査
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

注〈
1
〉 https://statistics.jnto.go.jp/graph/#graph--breakdow

n--
by--country

（
参
照2019–9–6

）
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〈
2
〉 https://w

w
w.m

ofa.go.jp/m
ofaj/press/release/press4 _ 

006071 .htm
l

（
参
照2019–9–6

）

〈
3
〉 https://w

w
w

.sankei.com
/affairs/new

s/180130 /afr 
1801300052 -n1 .htm

l

（
参
照2019–9–6

）

〈
4
〉 https://w

w
w.excite.co.jp/new

s/article/R
ecordchina_ 

20150929013 /
（
参
照2019–9–6

）

〈
5
〉 

本
文
に
お
い
て
、
中
国
語
を
引
用
す
る
場
合
は
“
　
”囲
み
に

す
る
。

〈
6
〉 

Ｋ
Ｊ
法
と
は
、
収
集
し
た
情
報
を
カ
ー
ド
化
し
、
類
似
の
も
の

で
グ
ル
ー
プ
化
す
る
こ
と
で
記
述
文
の
整
理
と
分
析
を
行
う
手
法
で

あ
る
。

〈
7
〉 http://jgss.daishodai.ac.jp/research/codebook/E

A
SS2008 

C
ultureM

oduleC
odebook.pdf

〈
8
〉 http://www.worldvaluessurvey.org/W

V
SO

nline.jsp
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